
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表(西区)通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により6月定例会において別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                    氏 名  川村 つよし      

質 問 事 項 

 

№  １   

三郷駅周辺まちづくり事業が市財政に与える影響について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）資金計画について 

  今年３月14日、三郷駅周辺整備推進室により作成されたものが資金計画

の最新資料だが、三郷駅周辺まちづくり事業は、「北口駅前広場等」の北

街区、「自由通路と駅舎改修」の名鉄関連、「南口駅前広場と公共施設、

再開発」の、市街地再開発事業の、３事業を総称したもので、最新資料

は、市街地再開発事業の資金計画について、物価高騰などの影響を加味し

た内容となっている。 

令和２年11月20日に示された「三郷駅周辺まちづくり事業」で、３つの

事業全体の資金計画（P10）があり、それと新資料を比較しようとしても難

しい。このため、令和２年11月20日資料（旧資料）の形式に直すと、いく

らの資金計画となるのか、変更点を伺う。 

 

（２）市街地再開発事業の収支見通しについて 

  旧資料の、P12には、市街地再開発後に、市民税の増収があるため、市の

支出と、収入が、23年後に収入分が上回ると説明された。 

  資金計画が変化すれば、これも変化すると思うが、どのようになるか。 

 

（３）中期財政見通しについて 

 尾張旭市中期財政見通しは、最新のものは昨年、2022年３月作成のもの

で、最新の市街地再開発事業を踏まえたものではない。同資料のP11総括

で、三郷駅周辺まちづくり事業についても言及があり、「三郷駅まちづく

り周辺事業の本格化により、多額の財源が新たに必要になるが、国県支出

金や地方債を最大限活用することで対応可能。ただし、後年度負担となる

地方債残高には十分な配慮が必要。」と記載されている。 

  三郷駅周辺まちづくり事業の最新の資金計画を考慮すると、中期見通し

としては、どのようなことが言えるか、お聞きします。 

 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  川村 つよし    

質 問 事 項 

 

№  ２   

教員の不足状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 教員不足は、根本的には国や都道府県の問題だと認識しているが、尾張旭

市にできることは何か、早急に手を打つべきだと考える。 

 

（１）当市の教員不足の現状について 

  ア 年度初めの状況について 

●入学式時点における担任不在の学級数 

●５月、ＧＷ開け、あるいは現時点での、担任不在の学級数 

  イ 年度初めの対応策について 

●校務主任、教務主任、など、本来、担任を持たない教員が、担任と

なっていないか  

  ウ 今後懸念される教員不足について 

●産休・育休の予定者数とその代替教員の確保状況 

 

（２）どの段階で教員不足が起きているか 

  慶應義塾大学 佐久間亜紀 教授は、教員の未配置がどの段階で起きて

いたかを調べている。このような調査を行うことで、教員不足の根本原因

をみつけることができるのではないかと考える。当市の教員不足の状況

は、どの段階で起きて、どのように欠員を埋めているか。 

 

（３）非常勤講師の時給は改善されたか 

  ３月議会では、県の非常勤講師の時給単価による勤務条件が本市の勤務

条件と比較して同様であれば、本市においても時給単価の増額を検討して

いかなければならないと考えている。との答弁があった。今のところ、時

給単価を変更したとは聞いていないが、勤務条件が違うという話だろう

か。どのように違うのか、具体的な説明を求める。 

 

（４）保育所等訪問支援について 

  保育所等訪問支援は、障がいのある人もない人も共に暮らす共生社会の

実現をしていくための、重要な事業として位置付けられるもので、全国的

に普及させていく必要がある、とされている。 

  申込みから、利用までに少し時間がかかるそうだが、それにしても当市

のレスポンスが悪いといった話をいただいている。児童もこのサービスの

対象で、利用することで、不慣れな中、特別支援学級を担当することに

なった教員にも、支援策となるのではないか。これまでの利用実績、利用

開始までに必要と思われる日数、それらを他市と比較した場合、当市の状

況をどう考えるか、お聞きする。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  川村 つよし    

質 問 事 項 

 

№  ３   

「公金詐取に係る再発防止等検証結果報告書」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 今年、2023年（令和５年）１月20日に発覚した、市職員による公金詐取に

ついて、４月28日に「公金詐取に係る再発防止等検証結果報告書」が示さ

れ、再発防止などについても検討されているところだが、いくつか確認した

い。 

 

（１）発覚以前の問題として 

  過去の経過を見ていくと、悔やまれるのが、令和２年９月に元職員が、

自らの個人口座に25万円の公金を振り込んだことが、発覚した段階で、処

分できなかったことだ。 

  当時、この問題を会計課内で処理してしまったことが明らかとされてい

るが、報告書P11にあるように「当時の会計管理者限りで対応」したとされ

ている。 

  そうであるなら、今回、発覚した1月20日から、それほど日にちを待たず

に、翌週23日、月曜日には、過去に起きた事案として情報が出てくるの

が、早いように思われた。 

  令和２年９月の情報は、当時の会計管理者限りではなく、他の課員にも

共有されていたのではないか。 

 

（２）他の部署で異常を察知できた可能性について 

  市全体のお金の流れを掌握できる部署として、会計課の他に、財政課と

監査委員事務局が考えられる。 

  この点は、報告書でも触れられているが、異常を察知することはできな

かったのか、お聞きします。 

 

（３）内部統制制度について 

  報告書P13以降にある、再発防止策について、特に「内部統制制度」につ

いて、考え方をお聞きする。 

 

（４）外部監査制度の導入について 

  外部監査の導入については、過去にも議会質問で提案したこともある

が、すでにある監査だけでなく、多様な視点で監査を行えるよう、外部監

査制度の導入も検討してはどうか。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


